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2“Tebhaga”とは「3 部（three parts）」という意味。地主の収穫物の取り分を 2 分の 1 から 3 分の 1 へ減ら
すことを求めた運動。地主は，傭兵と警察を率いて農民を攻撃し，流血事件へと発展した。運動はベンガル
北部から南部にまで広がり，地主が逃げた場合には「解放区」としてキサン・サバが行政にあたった































ていた（吉田，1975, p. 19）。また，1930年に結成されたアーンドラ大連盟（Andhra Maha Sabha）
（以下，AMS）という組織も社会改革運動の母体として存在し，HSC によるニザーム王国に対す








テーランガーナー叛乱闘争の契機となったのは，1946年 7 月 4 日に生じた，大地主の私兵団が
AMS の活動家を襲撃し私兵団と村民との間での武力衝突へと発展した事件であった。この事件の
噂はテーランガーナー地方全域に広まり，各地で抗議集会などが開かれた。1938年に設立された
約 5 万人を擁する全ハイダラーバード労働組合会議も AMS とともに統一行動を呼びかけ，さらに
は，全ハイダラーバード学生連合もこの闘争に加わっていった。そのため，事件の発生から1947
年 5 月頃までの時期には，農民闘争を基軸として都市部における労働運動および学生運動が補完
















































ンド共産党との協力関係を重視するようになっていった（Banerjee, 1984, p. 68）。さらに，1957
―  ―
7「国家による経済開発への介入を正当化し，民間部門の投資や生産活動を規制する法的枠組みとして「1951
年産業（開発と規制）法」（Industrial （Development and Regulation） Act, 1951）が制定された。」そし
て，「1954年12月には連邦議会で「社会主義型社会」が将来的に国家が達成すべき目標として決議され，翌
1955年1月に（中略）主要な生産手段の社会的所有下における「社会主義型社会」を達成するとの決議が採










れた（Banerjee, 1984, p. 71）。また，外交関係においても，ネルーはソ連や中国と接近していく。
1954年にアメリカがパキスタンへの軍事的支援を決定すると，会議派政権は印中関係を改善し，




（Banerjee, 1984, p. 71），議会路線・会議派協調路線が党の主流をなしていたといえる。
一方のインド共産党左派―とりわけアーンドラ州出身の党員ら―は，会議派政権に対して批

































































況の悪化，生活水準の劣化などの問題も極めて深刻化した（Banerjee, 1984, pp. 3135）。この時
期，学生の間では「学位ではなく仕事を（We want jobs, not diplomas!）」というスローガンが流
行し，大学を卒業しても職に就けない若者の一部は，この後の共産主義的農民運動の担い手となっ
ていった（Banerjee, 1984, p. 50）。
こうした社会経済問題に対し有効な解決策を打ち出せずにいた会議派は，1967年の西ベンガル
州における州議会選挙でついに敗北し，代わってマルクス派を主要勢力とする統一戦線政権が同年

















地の奪取を実行した（Banerjee, 1984, p. 84中溝，2015, p. 168）。1967年 3 月にはナクサルバ
リ近くのカリバリ（Kharibari）地区で，また 5 月にもシリグリ郡でキサン・サバ会議が開催され，
キサン・サバと武装農民の力によって地主の独占的な土地所有に終止符を打つことが決定された





1967年 5 月24日12，ナクサルバリで 1 人の農民―先住部族民であった―が，暴力的な地主の
私兵団によって攻撃され，これを契機として生じた武力衝突で警官 1 名が死亡した。統一戦線政
権は武力による紛争解決の策をとり，翌日25日には警官隊が村に送り込まれ，女性が主導する平
和的なデモ行進が弾圧された。その結果，女性 8 名，男性 1 名，子ども 2 名の計11名が死亡した
（“Spring Thunder to Bloody Rebellion,” 2017Sen, 2017, p. 40）。警察側の報告においては「武
装農民が女性と子どもを盾にして襲撃してきた」とされ，この事件に関して数名の農民が逮捕され
た（Banerjee, 1984, p. 88）。この一連の弾圧への反動として，各地の急進派および下層農民によ














され，計 1 万 5 千人から 2 万人の農民が活動家としてこれに参加し，彼らは弓矢や槍などを武器
とする武装闘争部隊としての機能も兼ねた。キサン・サバの名で土地が占拠され，地主の土地所有
権を証明する書類は焼却処分された。そして，反撃を試みる地主に対しては武力行使がとられた




雑誌 Deshhitaishee13―当時，異論派である S・レイ・チョウドリ（Sushital Ray Chowdhury）が
その刊行を指揮し，ナクサルバリ蜂起を支持する記事を掲載していた―をめぐって生じた両派間
の確執を原因として，マルクス派カルカッタ支部の指導部がこの出版事務所を攻撃したことで生じ
たものであった（Banerjee, 1984, p. 94）。この弾圧を受けて，チョウドリは新たなベンガル雑誌
Deshabrati（愛国者）と英語雑誌 Liberation14 を創刊し，これが後に結成される革命政党の機関紙










1984, p. ii）。1967年 9 月から1969年半ばまでの間に，各地で合わせて60件もの農民運動―ビ
ハール 9 件，アーンドラ・プラデーシュ 8 件，ケーララ 7 件，マディヤ・プラデーシュ 7 件，ア
ッサム 5 件，ウッタル・プラデーシュ 5 件，マハーラーシュトラ 5 件，パンジャーブ 5 件，ラー
ジャスターン 3 件，タミル・ナードゥ 3 件，そしてグジャラート，トリプラ，マニプルそれぞれ 1
件―が生じ，その多くが共産主義勢力によって指導されていた（Banerjee, 1984, p. 93）。ナク
サルバリ蜂起を指導したマズムダールとサニャルの論文や文書は，前述した Deshabrati と Libera-


















jee, 1984, pp. 1819）。彼は，マルクス派結党に先立つ1963年にすでに，革命政党の必要性を唱








一の手段であると考えること（Banerjee, 1984, pp. 7879）。この 4 条件への合意によって，マズ
ムダールは異論派・革命派を結集させていった。
こうしたマズムダールの理論は，1965年 1 月から1967年 4 月にかけて著わされた代表的な「8























































バリ農民闘争支援委員会（Naxalbari Peasants' Struggle Aid Committee）が結成されていたが
（Banerjee, 1984, p. 89），この組織が発展し，1967年11月には，全インド・ナクサルバリ農民闘





の方針に沿って，マルクス派の修正主義および官僚主義が批判された（Banerjee, 1984, p. 97高
橋，1977, p. 12）。さらに，全インド共産主義革命連携委員会（AllIndia Coordination Committee
of Communist Revolutionaries）の創設も決定され，これは1968年 5 月に，各地域の「革命派」の
政治的フォーラムとして正式に結成された（Sen, 2017, p. 40）。
前項で述べたマズムダールによる理論的な基礎と，全インド共産主義革命連携委員会という政治

















































Deshabrati と Liberation の事務所が警察によって襲撃され，これらの雑誌は地下雑誌としての発行
を余儀なくされることとなった（Banerjee, 1984, p. 148）。そして，1970年 9 月，西ベンガル州
政府は，1936年に英領インドにおいて民族主義的革命家の取り締まりのために施行されたベンガ
ル州テロ不法行為抑制法（Bengal Suppression of Terrorist Outrage Act）を1947年以来初めて適
用することを決定し，これによってナクサライト勢力の弾圧を本格化させた。さらに，1970年11







はナクサライト勢力の闘争をより一層燃え上がらせるのみであるとした（Banerjee, 1984, p. 186
189）。
しかしながら，マルクスレーニン派の理論的支柱としてナクサライト勢力を鼓舞してきたマズ






























や活動家が釈放されることとなった（中溝，2015, p. 169Banerjee, 2017, p. 43）。彼らは各地
で多様な運動を展開し始め，マルクスレーニン派の分派が数多く形成された。例えば，1995年か
ら1996年にかけてのビハール州だけでも，17のナクサライト関連グループが存在し，そのうちの
















（Unlawful Activities (Prevention) Act）によって禁止団体に指定されている（National Investiga-
tion Agency [NIA], 2016）。
◯ 統一党（Party Unity）
統一党は，その名前の通り，ナクサライト勢力の統一を目標として結成された。まず，1982年 1
月 1 日に，マルクスレーニン派統一組織（CPI (ML) Unity Organization）と中央組織委員会マル





名な大衆組織は，労農闘争協会（Mazdoor Kisan Sangram SamitiWorkerPeasant Struggle As-
sociation）で，これは1986年に非合法化され，1994年には新たな大衆組織として労農闘争評議会
（Mazdoor Kisan Sangram ParishadWorkerPeasant Struggle Council）が設立された（Bhatia,
2005, p. 1537）。1998年 8 月，統一党は人民戦争グループと合併し，それぞれの基盤であるビハー
ル州とアーンドラ・プラデーシュ州のナクサライト運動に繋がりをもたらした（中溝，2015, p.
170）。









当選を果たした（中溝，2011, p. 352015, p. 169）。
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